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第４章 福島県中通り地方流域水循環計画の重点施策 
                                               

4 福島県中通り地方流域水循環計画で取り組む施策の体系 
 

共生プランの施策を軸として、「福島県中通り地方流域水循環計画」で重点的に取り組む施策を

体系化します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
「うつくしま「水との共生」プラン」と「中通り地方流域水循環計画」における施策の関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

■水環境保全活動への参加 

促進 

■水環境団体間の連携・交 

流の推進 

■中通り地方流域水循環協

議会による各流域が抱え

る課題解決等の支援 

①地域住民等

と連携した

環境保全活

動 

【重点的に取り組む施策】 

②清らかな源

流の水を守

る人づくり･

地域づくり 

③水環境団体

の取組支援

とその活性

化 

■水質保全意識の醸成 

■水辺体験学習の推進 

■水を介した地域交流・連 

携の推進 

■防災意識の啓発 

■水環境保全活動への参加

促進・支援 

■生態系を守る活動の推進 

■県民参加の森林づくりの

推進 

■放射性物質等に関する情

報発信 

■水環境団体への若い世代

の参画促進 

■水環境団体の活動に関す

る情報発信 

■水環境団体の活動支援 

■水環境団体間の連携・交 

流の推進 

「うつくしま「水との共生」プラン」 「福島県中通り地方流域水循環計画」 

④中通り地方

の水文化の

継承 

■水文化にふれ、学ぶ取組 

の支援 

■水文化に関する情報発信 

■「ふくしまの水文化」の 

活用 

⑤水循環施策

の窓口機能

強化 

【1･2･3･4･6】 

 

【1･2･5.8･9･11】 

 

【1･2･3･8･9】 

【1･2･5･8･13】 

 

【14】 
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放射性物質へ

の不安は減少

している状況 

 

都市部の河川では水質の改善が必要な状 

況が見られている。 

地域住民や水環境団体等が行って

いる活動の情報提供を行い、水環境

保全活動への参加を促進し、支援し

ます。 

 

外来種による在来種への影響など、生態 

系の変化が生じている。 
絶滅危惧種の保護や、外来種駆除等

の取組を推進します。 

農山村の過疎化や高齢化の進行により、 

森林の荒廃が懸念されている。 

森林の役割や重要性を学ぶ機会を充

実させるなど、県民参加の森林づく

りを推進します。 

 

東日本大震災の影響により、環境保全活 

動の機会が減少している。 

放射性物質からの環境回復に向け

た取組等について情報発信を行い、

水辺空間における活動等に参加し

やすい環境を整えます。 

 

主な課題と今後の方向性 

中通り地方では、都市部の河川で水質の改善が更に必要な状況が見られるほか、外来種の影

響による生態系の変化が進み、農山村における森林の荒廃も懸念されています。このため、

各流域で行われている地域住民や水環境団体等の環境保全活動への参加を促進、支援します。 

課題 方向性 

重点施策 １ 

「水についての不安や心配（中通り地方）」〔平成２９年度県政世論調査(福島県)〕 



15 

 

 

                                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「地域住民等と連携した環境保全活動」に関わる取組と実施主体の関係 

重点的に取り組む施策 

実施主体 

産 学 民 行政 

事
業
者 

教
育
・ 

研
究
機
関 

市
民
団
体 

住
民 

市
町
村 

国 県 

①地域住民等

と連携した環

境保全活動 

水環境保全活動への参加促進・支援 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

生態系を守る活動の推進 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

県民参加の森林づくりの推進 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

放射性物質等に関する情報発信  ◎   ◎ ◎ ◎ 

※◎は中心となって取り組む主体、○は関係して取り組む主体 

 

生態系を守る活動の推進 
地域住民や水環境団体が行っている外来種 

駆除などの生態系を守る活動を推進します。 

 

 

水環境保全活動への参加促進・支援 
  福島県ＨＰ等を活用して、各流域の水環境

に関する活動紹介や参加者募集、水辺空間や水

に関するイベントなどの情報を発信します。 

放射性物質等に関する情報発信 
水辺空間の利用を控えている県民に配慮し、 

福島県 HP 等を活用して環境放射線モニタリ

ング結果や環境回復に向けた取組等について

情報提供を行います。 

 

県民参加の森林づくりの推進 
ボランティアによる指導者「もりの案内人」 

を活用し、自然観察会や野外活動などを通し 

て、森林づくりの大切さを学ぶ機会を充実させ 

ます。 

具体的な取組 

地域住民や水環境団体が行っている水環境活動への参加促進や活動支援、放射性物質からの

環境回復に向けた取組等について情報発信などを行い、環境保全活動の輪を広げます。 

福島県ＨＰによる情報発信「水環境ニュース」 水環境団体の外来種駆除活動 

福島県もりの案内人 福島県ＨＰによる放射線モニタリング状況 
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水に関わる地域活

動やボランティア

活動への関心や参

加意識が低い状況 

 

主な課題と今後の方向性 

中通り地方の多くの流域では、人々が身近な川に関心を持たなくなり、水とふれあう機会が

減少するなど、人と水との距離が遠ざかっています。このため、子どもたちに水の大切さや

流域の魅力を伝えるとともに、水を介した地域交流を促進します。 
 

課題 方向性 

水と触れあう機会が減少している。 

子どもたちの水への関心を醸成する

など、身近な環境活動への参加を促

進する取組を推進します。 

水辺空間への関心が薄れてきていることに 

より、各流域の自然等の魅力が知られてい 

ない。 

流域内の交流や、他流域との交流を

促進し、流域の豊かな自然等の魅力

を伝えていきます。 

 

水環境団体の十分な連携が進んでいない。 

水環境団体等の連携により、水を介し

た地域交流などを行い、魅力ある地域

づくりにつなげていきます。 

異常気象の増加や、都市化・核家族化によ 

る地域のつながりの希薄化などにより、地 

域の防災力が低下している。 

地域との連携による防災意識の啓発

に取り組みます。 

重点施策 ２ 

「水を利用していくために取り組みたいこと（中通り地方）」 
〔平成 29 年度県政世論調査(福島県)〕 
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「清らかな源流の水を守る人づくり・地域づくり」に関わる取組と実施主体の関係 

重点的に取り組む施策 

実施主体 

産 学 民 行政 

事
業
者 

教
育
・ 

研
究
機
関 

市
民
団
体 

住
民 

市
町
村 

国 県 

②清らかな

源流の水を

守る人づく

り・地域づく

り 

水質保全意識の醸成 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水辺体験学習の推進 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水を介した地域交流・連携の推進 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

防災意識の啓発 ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

※◎は中心となって取り組む主体、○は関係して取り組む主体 

水辺体験学習の推進 
「水との共生出前講座」や「川の案内人」な 

どを活用し、河川活動や小・中・義務教育学校

の総合的な学習の時間の場において、水に学ぶ

取組を支援します。   

水質保全意識の醸成             
水生生物による水質調査を行う「せせらぎス

クール」や、「水の作文コンクール」などを通

じて、子どもたちの水に対する意識を高めてい

きます。      

具体的な取組 

子どもたちへの環境教育を充実させるとともに、地域住民や水環境団体等による連携や交流

を促進するなど、健全な水循環を支える人づくり、地域づくりを支援します。 

防災意識の啓発 
関係機関が連携した減災対策に向けた取組

や、地域住民の防災意識の向上の取組などを推

進します。 

 

    

水を介した地域交流・連携の推進 
各流域の地域住民や水環境団体等による上

下流や地域、流域間の連携・交流を促進します。 

せせらぎスクール 水との共生出前講座 

阿武隈川サミット実行委員会による阿武隈川源流探検 豪雨から子どもの命を守る出前講座 
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主な課題と今後の方向性 

中通り地方の各流域では、水環境団体による水辺を豊かにする様々な活動が行われています

が、東日本大震災の影響による活動の縮小や停滞、構成員の高齢化や後継者不足などの課題

を抱えています。このため、水環境団体の活動を広く知ってもらい、団体間の連携や交流を

促進させることにより、人材の確保や活動の活性化につなげていきます。 
 

課題 方向性 

水環境団体の高齢化・後継者不足等により、 

人材の確保が困難となっている。 

若い世代の参画を促進し、水環境団

体の活動に参加しやすい環境を整え

ます。 

水環境団体が行っている活動の実態が一般 

の人々にあまり知られておらず、参加者の 

確保が困難となっている。 

水環境団体活動の情報発信はもとよ

り、企画段階から大学生等の若い世代

の参加を促進するなど、より魅力ある

活動内容となるよう支援します。 

水環境団体が新たな活動を行う上でのノウ 

ハウや情報が不足している。 

水環境団体の要望に応じて、専門家

を派遣するなど、活動の活性化を支

援します。 

 

水環境団体間の連携や交流が十分に図られ 

ていない。 

水環境団体間の連携や交流に関する

取組を支援します。 

重点施策 ３ 

「県内の水環境団体からの主な意見」〔県から水環境団体に対する聞き取り結果より〕 

高齢化・ 

人材不足 

川に入ったこと

がないという子

どもがいる。何と

かしてあげたい。 

団体間の

連携不足 

参加者の 

確保 

活 動 に 関

す る 情 報

不足 
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「水環境団体の取組支援とその活性化」に関わる取組と実施主体の関係 

重点的に取り組む施策 

実施主体 

産 学 民 行政 

事
業
者 

教
育
・ 

研
究
機
関 

市
民
団
体 

住
民 

市
町
村 

国 県 

③水環境団体

の取組支援

とその活性

化  

～まちと豊

かな水環境

の共生～ 

水環境団体への若い世代の参画促進 ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水環境団体の活動に関する情報発信 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水環境団体の活動支援 ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水環境団体間の連携・交流の推進 ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

※◎は中心となって取り組む主体、○は関係して取り組む主体 

水環境団体の活動に関する情報発信 
福島県 HP や若者たちの情報発信ツールな

ども活用し、水環境団体の活動を紹介します。 

水環境団体への若い世代の参画促進 
大学等と連携して若い世代の参画を促進す 

るなど、水環境団体の活動に興味を持っても 

らい、活動に参加しやすい環境を整えます。   

具体的な取組 

若い世代の参画を促すなど、水環境団体の人材確保や情報発信の支援を行うとともに、水環

境団体間の連携・交流の取組を支援し、活動の活性化を図ります。 

水環境団体間の連携・交流の推進 
福島県水環境団体交流会の活動を支援する 

など、水環境団体間の連携や交流の機会を充実 

させます。 

水環境団体の活動支援 
勉強会や講演会等に講師を派遣する「水との 

共生出前講座」などを活用し、水環境団体の活 

動を支援します。 

大学生参加による植林活動 若者の SNS 等の活用   

水との共生出前講座 福島県水環境団体交流会 
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H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

小学校児童数 

中学校生徒数 

主な課題と今後の方向性 

中通り地方では、水に関わる祭事や伝統工芸などが各地に残されておりますが、これらの「水

文化」は、中山間地域の過疎化や少子高齢化などにより、伝統文化の担い手が減少し、衰退

が懸念されています。地域の水文化をもう一度見つめ直し、流域の魅力として十分に活用し

ながら、将来に継承していく取組を支援します。 

 

課題 方向性 

過疎化や少子高齢化等により、水に関わる 

文化や活動の衰退が懸念される。 

中通り地方の水文化を学ぶ取組を支

援します。 

地域の水文化や歴史があまり知られておら 

ず、十分に活用もなされていない。 

中通り地方の水文化を情報発信する

とともに、観光や地域づくりなどへ

活用する取組を支援します。 

 

流域の豊かな自然や地域資源があまり知ら 

れていない。 

中通り地方の流域の豊かな自然や地

域資源などの情報を発信します。 

重点施策 ４ 

「県内の小学校児童数、中学校生徒数の推移」 
〔福島県企画調整部統計課編「平成３０年度学校基本調査結果速報」から作成〕 

（単位：千人） 

年　度 H 20 H 21 H 22 H 23 H 24 H 25 H 26 H 27 H 28 H 29 H 30

小学校児童数 122 120 118 108 103 101 98 96 94 92 90

中学校生徒数 65 64 62 59 58 57 56 55 53 51 50

（単位：千人）

水文化の担い手

と な り う る 児

童・生徒数が減少 

△23.5% 

△19.7% 
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「中通り地方の水文化の継承」に関わる取組と実施主体の関係 

重点的に取り組む施策 

実施主体 

産 学 民 行政 

事
業
者 

教
育
・ 

研
究
機
関 

市
民
団
体 

住
民 

市
町
村 

国 県 

④中通り地方

の水文化の継

承 

水文化にふれ、学ぶ取組の支援 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

水文化に関する情報発信 ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ 

「ふくしまの水文化」の活用 ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ 

※◎は中心となって取り組む主体、○は関係して取り組む主体 

水文化に関する情報発信 
福島県 HP や各種イベント等において、各地

の水文化に関する情報を発信します。 

水文化にふれ、学ぶ取組の支援 
学校や地域における水文化を学ぶ取組や、地

域の水文化を学びながら行う水環境活動を支

援します。 

    

具体的な取組 

水文化を学ぶ取組への支援や水文化に関する情報発信を行うとともに、観光や地域づくりな

どへ活用する取組を支援します。 

 

「ふくしまの水文化」の活用 
平成２２年度に選定した「ふくしまの水文化」について、観光や地域づくりなどへ活用する取

組を支援します。 

“特に後世に伝えたいふくしまの水文化”一覧 

テーマ 種類 水文化 

生活の

中の水

文化 

祭事・信仰等 金沢の羽山ごもり（福島市）、岡山の水かけ祭（福島市）、遠藤ヶ

滝（大玉村）、横沢の麓山まつり（郡山市）、西方水かけまつり（水

祝い）（三春町） 

伝説・伝承等 半田沼の赤べこ伝説（桑折町）、山ノ井清水（郡山市） 

湧水・清水 岩井の清水（本宮市）、六郷清水（田村市）、小和清水（石川町） 

渡し 鮎滝渡船場跡（福島市） 

水に関

わる産

業 

伝統工芸 上川崎手漉き和紙（二本松市） 

舟運 阿武隈川の舟運（福島河岸、伏黒河岸寄蔵を含む）（福島市、伊

達市 他） 

治水施設 荒川の歴史的治水・砂防施設（福島市） 

利水施設 西根堰（福島市）、三ツ森貯水池と長井坂円形分水装置（大玉村）、

安積疏水関連施設（麓山の飛瀑、十六橋水門を含む）（郡山市） 

産業施設 沼上発電所、竹ノ内発電所、丸守発電所（郡山市）、谷津田川流

域水車跡群（白河市） 

生活関連施設 南湖公園（白河市） 

 

 

水について学ぶ子どもたち 金沢の羽山ごもり（福島市） 
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中通り地方の各流域が抱える水環境の問題は多様化、複雑化しており、流域に関わる様々な

主体が課題を共有し、連携しながら一緒に取り組んで行くことが求められています。そのた

め、関係団体が直面している課題について知恵を出し合いながら解決していくため、中通り

地方流域水循環協議会が総合調整機能を果たします。 

課題 方向性 

地域住民や水環境団体等が行って

いる活動の情報提供を行い、その活

動などへの参加を促進します。 

 
各流域に関係する様々な主体が連

携し、情報共有を図りなから、問題

解決できるよう支援します。 

水循環に関する取組がそれぞれの団体等で行

われているが、抱えている課題や悩みを、どこ

に相談したら良いか分からない。 

 

 

水環境団体や各関係機関が実施す

る水循環施策に関する総合調整機

能を強化します。 

 

 

 

東日本大震災後、地域住民や水環境団体等の

取組が縮小している。 

地域住民、活動団体、行政との間で、活動の

連携が図られず、複雑な問題に対応できな

い。 

主な課題と今後の方向性 

重点施策 ５ 

逢瀬川の環境保全活動を支える 

長谷川
は せ が わ

 潔
きよし

さん 

 

逢瀬川ふれあい通り実行委員会代表 

 

略歴 郡山市在住。昭和３１年生ま

れ。逢瀬川ふれあい通り実行委員会

の会長として、水辺に子供たちの笑

顔を取り戻すため、河川に関するイ

ベントや逢瀬川でのごみ退治などの

活動に尽力されている。 

 

他団体や関係機関と協力し

ていくために必要なこと

は？  
活動している団体はそれぞれ

の問題意識で活動しています。そ

のため、自分たちの活動の中で完

結してしまい、他の団体と協力す

る意識が低いと思います。しか

し、一つの団体ではどうしても限

界があることから、連携していく

ことはとても重要になります。 

それぞれの団体が活動を交流

する場をつくることは、重要であ

るし、そこで各団体の気づきの場

としても有意義だと思います。 

 

今後の活動の抱負を 

お聞かせください。 

 
様々な取り組みをして、やりが

いを感じるのは子どもたちの笑

顔が見られた時です。本来、子ど

もたちが水環境とかかわること

は、子どもたちの情操を養い、知

育にも良いとの研究もあります。 

そのため、子供たちのために少

しでも健全な水環境を取り戻し、

子供たちが心置きなく河川等で

遊べる環境になる一助になれば

と考えています。 

今最も苦労していることは何ですか？ 
資金と若い人の参加です。 

活動の方針としては、あまり背伸びをせずに、長く続けられる活動と

しているので、年間の資金は多くはいらないのですが、それでも市民に

河川環境に関心を持ってもらうという趣旨から、それなりのイベントを

行う必要があり、そのための年間資金は必要となります。補助金は、新

規の立ち上げ事業や派手な事業などには適応しているものはあります

が、継続的な地道な事業には合うものがなく、毎回苦労をしています。 

15 年以上続けてくると、会員の高齢化が進んでおり、活動を続けられ

ない人も出てきます。やはり若い世代の参加がこれからも活動を続けて

いくためには必要です。 

Key 

Person 
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「水循環施策の窓口機能強化」に関わる取組と実施主体の関係 

重点的に取り組む施策 

実施主体 

産 学 民 行政 

事
業
者 

教
育
・ 

研
究
機
関 

市
民
団
体 

住
民 

市
町
村 

国 県 

⑤水循環施策

の窓口機能強

化 

水環境保全活動への参加促進 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

水環境団体間の連携・交流の推進 ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ 

中通り地方流域水循環協議会による各

流域が抱える課題解決等の支援 
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

※◎は中心となって取り組む主体、○は関係して取り組む主体 

中通り地方流域水循環協議会による各流域が抱える課題解決等の支援 
様々な主体が情報を共有し、その活動がより効果的なものとなるよう、中通り地方流域水循環協

議会が総合調整機能を果たします。   

水環境団体間の連携・交流の推進 
福島県水環境団体交流会の活動を支援する 

など、水環境団体間の連携や交流の機会を充 

実させます。 

水環境保全活動への参加促進 
  福島県 HP 等を活用し、水環境に関する活

動紹介や参加者募集、水辺空間や水に関するイ

ベント等の情報を発信します。 

     

具体的な取組 

中通り地方流域水循環協議会が、様々な主体の連携や情報共有を図りながら、水循環に関す

る取組がより効果的なものとなるよう支援します。 
 

福島県 HP による情報発信「水に関するｲﾍﾞﾝﾄ情報」 福島県水環境団体交流会 


